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Abstract

Thisessayexamines-thepoeticformofAllenGinsberg'sworks,

focusingonhis"onespeechbreaththought,"bywhichhemeansthat

onelinecontainsonethought.Severalcritics,suchasJohnClellon

Holmes,HelenⅥ∋ndler,andTbnyTrigilio,pointout仇eimportanceof

therhythmof"breath"inGinsberg'spoems.Until1955whenGinsberg

wrote"Howl,"hehadstruggledtograspthewaytocomposehispoems.

Finally,hefoundhisownwayofcomposingpoems,whichiscalled"one

speech-breaththought,''whenhecompleted̀ H̀owl''in1956.His̀òne

speech-breaththought''istobebasedonhis"breath''(Hyde1984).

Thisnewwayofexpressinghimselfenabledhimtoprqecthisinner
●

voiceinhispoems.Inorderforhisinnervoicetobeheardinhis

poems,Ginsbergtriestointroducerepetitions,"paratacticstyle"(Burns

1983),andsyncopation.Wh enhewritespoems,Ginsbergmakesevery

efforttocomeclosetohisown breathinhisworks.

ヘレン ･ヴェンドラ- (HelenVenlder)は,アメリカ文学におけるア

レン ･ギンズバーグ (AllenGinsberg,1926-97)の役割に関して,｢息｣

に注目し,`̀Ginsbergisresponsiblef♭rloosening血ebrea仇ofAmerican
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poetry",と述べている1)｡また,トニー ･トリギリオ (TonyTrigi1io)は,

ギンズバーグとユズラ･パウンド (EzraPound,1885-1972)との類似性

をとおして,ギンズバーグの ｢息｣を考察する2)｡ギンズバーグ自身も,

自分の ｢息｣,｢呼吸｣に重点をおき詩作活動を行ったことは有名である｡

本論では,ギンズバーグの詩形に焦点を当て,彼の作品と彼の ｢息｣と

の関係を検討する｡

ギンズバーグが真剣に詩作を始めたのは,彼がコロンビア大学に入っ

た1943年のことであった｡そこで彼は,ビューリッツアー賞詩人である

マーク ･ヴァン･ド-レン (MarkⅥlnDoren,1894-1972)と,小説家

で文学批評家 であるライオネル ･トリリング (LionelTrilling,

1905-1975)に,強く影響された｡さらにそこで彼は,ビートたち,つま

りウイリアム ･バロウズ (williamBurroughS,1914197)とジャック ･

ケルアック (JackKerouac,1922169)に出会うのである｡ ギンズバーグ

はそこで詩作を開始し,詩や文学批評に関して,仲間である学生と学問

的な討議や討論に参加し始めた｡彼の初期の作品は,その詩形において,

どちらかといえば伝統的手法をとっている｡ ｢身をつつんだ見知らぬ人｣

(̀vmeShroudedStranger'')は,そういう一つの例である｡

Bareskinismywrinkledsack

Wh enhotApollohumpsmyback

Wh enJackFrostgrabsmeintheserags

Iwarpmylegswi仇budapbags

Myfleshiscindermyfaceissnow

Iwalktherailroadtoandfro
Wh encitystreetsareblackanddead

merailroadembankmentismybed
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Isupmysoupfromoldtincans

Andtakemysweetsfromlittlehands

InTigerjuleynearthejail

Istealawayfromthegarbagepail(26)
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これC.ま,『うつろな鏡- 初期詩』(Emp砂Mirror･･EarlyPoems,1961)に

収められた,1949年から51年に書かれた詩である｡ 明らかに,この作品

は伝統的な形式をとっている｡ また,スタンザ形式である｡ そしてこの

詩は,｢サック｣(sack)と ｢バック｣(back),｢ラツグス｣(rags)と

｢バッグス｣(bags),｢ジェイル｣Gall)と ｢ベイル｣(pail)といったよう

に,AA/BBの方式で脚韻を踏む｡さらには,基本的に詩行がアイアン

ビックのリズムをとっており,｢マイ フレッシュ｣(Myflesh)と ｢マ

イ フェイス｣(myface),｢サップ｣(sup)と ｢スープ｣(soup)が指し

示すように,頭韻を踏んでいることがわかる｡ どうやらギンズバーグは

詩作を始めた当時,詩の伝統的技法を忠実に守っていたようである｡ そ

の理由のひとつに考えられることは,彼の父親であるルイス ･ギンズバー

グ (LouisGinsberg,1895-1976)の影響がある｡ ルイス ･ギンズバーグ

は,当時ニュー ･ジャージーのパタソンでは名の知れた地域詩人であり,

セントラル ･ハイスクールで英語を教え,夜はラトガ-ズ大学 (Rutgers

University)でも教鞭を取っていた｡ジョン･タイテル (JohnTytell)に

よると,｢彼 (ルイス ･ギンズバーグ)は文化というものを,現存する慣

例を支持するだろう伝統的価値観を,教え込むための道具であると評価

していた｣(he【I.ouisGinsberg】valuedcultureasavehicletoinculcate

traditionalvalueswhichwouldsupportexistinginstitudons)3)｡ このこと

から,おそらくルイスは伝統的手法に即して詩を書いたと推測できる｡

その結果として,当時のアレンは,｢だいたいが凝り固まった生命力の無

い,装飾性が強く過度に形式が整ったルネッサンス様式を模倣していた｣

(wasimitatingRenaissanceformswithanornate,oversty1izedlanguage

thatwasoftenwoodenlylifeless)のである4)｡このような保守的な父親の
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もとで,アレンは,彼がその決まりきった形式を抜け出し,実験的詩作

を試みようとしたとき,いつも父親から叱責されたと言われている｡ ル

イスは,｢もし果実の外皮がしっかりしていなければ,その仁はあまくな

い｣(unless仇eshellhold,血ekernelisnotsweet)と言ったという5)｡

当時ギンズバーグは,父親が指導する固定された伝統的手法を守り続

けるべきか,それとも彼の知的探求の赴くままに,新たな実験的形式を

生み出すべきかどうか,心の中で葛藤があった｡先に述べたように,｢身

をつつんだ見知らぬ人｣では,その詩の形式は伝統的手法にしっかりと

適合していたことは明白であった｡しかし,その後のギンズバーグの作

品では,その詩的形式が顕著に変化を遂げていくことが見て取れる｡ そ

の一例として,｢歌｣("Songs'')というタイトルの詩を引用する｡

neweightoftheworld

islove.

Under仇eburden

ofsolihde,

undertheburden

ofdissatishction

仇eweight,

血eweightwecarry

islove.

Wh ocandeny?

Indreams

ittouches

thebody,

in仇ought

constructs

amiracle,
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inimagination
anguishes

ti11born

inhuman - (111)
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この作品は1954年に書かれ,『みどりの自動車』(77ieGreenAutomobile,

1954)に収められている｡ この引用は,詩の形式において相当な変化が

なされたことを示す｡ギンズバーグはこの作品において,新たなことば

の配列を創造するために集中したようである｡ 彼は一貫して伝統的な韻

文形式を無視している｡ つまり,｢歌｣にはスタンザもなく,脚韻,頭韻

はない｡そこには,形容詞,副詞といった修飾語旬はいっさい使用され

ていない｡詩人は ｢愛｣を具体的に表現した｡よって,この作品は,｢身

をつつんだ見知らぬ人｣に比べて簡素なものとなった｡ギンズバーグは

簡潔な表現方法へと傾き,ことばの配置に重要性を見出したようである｡

｢世界の重みは｣(neweightof也ewodd),｢愛だ｣(islove),また,｢私

たちが運ぶ重み｣(′meweightwecarry),｢愛だ｣(islove)という表現

に見られるような短い旬に分ける彼の方法は,読者に,この作品のキー

ワードである ｢愛｣を強調するという,予期せぬ効果をもたらしている｡

ギンズバーグは,イマジストたちが発明し,その後ランゲージ ･ポエッ

トたちが創案したような手法を適応することで,ついに古典的伝統的な

形式の壁を打ち壊したようである｡ 実際,ウイリアム ･カーロス ･ウィ

リアムズ (williamCarlosWilliams,1883-1963)が1923年に発表した有

名な詩,｢赤い手押し車｣(̀¶leRedWh eelbarrow･,)6)の言語配列を容認

したように,ウィリアムズはギンズバーグの詩形に多大な影響を与えて

いた7)｡｢歌｣が示唆するように,ギンズバーグにとっての詩作は,いか

にことばを配列するのか,いかに視覚に訴える詩を創作するか,という

方向-進んだことは歴然としている｡

1955年の8月,彼はある詩の創作を開始する｡ その詩は後に,｢吠え

る｣("Howl,''1956)と呼ばれるようになる｡ 彼はその時の心情を,以下
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のように回顧している｡ 『アレン･ギンズバーグの詩について』(Onthe

PoetryofAllenGinsbey:g)において,編者であるルイス ･ハイド (I.ouis

Hyde)は,ギンズバーグの創作についてのことばを引用している｡

By1955,Iwrotepoetryadaptedfromproseseeds,journals,

scratchings,arrangedbyphrasingorbreathgroupsintolitdeshortl

linepa仕ernsaccordingtoideasofmeasureofAmericanspeechI'd

pickedupfromW.C.Williams'simagistpreoccupations.Isud-

denlyturnedasideinSamFrancisco,unemploymentcompensation

leisure,tofollowmyromanticinspiration- Hebraic-Melvillian

bardicbrea仇,Ⅰ仇oughtIwouldn'twriteapoem,butjustwritewhat

Iwantedtowithoutfear,letmylmaglnationgo,opensecrecy,and
● ●

scribemagiclinesfrommyrealmind-sumupmylife-some-

thingIwouldn'tbeabletoshowanybody,writefわrmyownsoul's

earandafewothergoldenears.Sothe丘rstlineof̀̀Howl,''"Isaw

thebestmindsetc.,"thewholefirstsectiontypedoutmadlyinone

afternoon...(FAG80)

これは,ギンズバーグの ｢｢吠える｣の最終録音についての覚え書き｣
(̀̀NotesWrittenonFinallyRecording̀Howl''')からのコメントの一部で

ある｡ この引用から,｢『詩』を書いているのではなく｣(IthoughtI
wouldn'twiteapoem)という一行が示すように,ギンズバーグは詩作の

際,新たな別の方法を見つけたようである｡ もはやそこには,｢『詩』を
書く｣という意識はなく,どちらかといえば,彼の態度は 『詩』にこだ

わらず,書きたいことを書く,という方向へ向かったようだ｡さらに,

彼は ｢息｣(brea血)ということばに注意を向けたことがわかる｡ この瞬

間まで,詩人は詩を ｢書く｣ことに対し必死で奮闘し,詩作の際ことば

を使うことに大きな困難を抱えていた｡最初は,先に取り上げた ｢身を

つつんだ見知らぬ人｣が指し示したように,父親の教えによる伝統的韻
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文形式によっで悩まされた｡その後は,｢歌｣という詩が表したように,

言語配列を模索しながら自分だけの詩作方法を開発しようとした｡そし

て,ついに詩人は自分独自の ｢息｣を発見したようである｡その ｢ヘブ

ライ風メルヴイル的吟遊詩人の息｣(Hebraic-Melvillianbardicbreath)は

｢自分の想像力を解き放ち｣(1etmylhim]imaginationgo),｢自分の真の

心からでる神秘的な詩行を書きしるし｣(scribemagiclinesfrommy

lhis】realmind),そして ｢私の人生を要約した｣(sumupmylhis1life)

のである｡まさにこの瞬間,詩人は彼が本当に求めていた彼自身の詩作

方法を見つけたわけである｡ギンズバーグにとって,このような言論の

自由を投影した ｢息｣の概念は,その後の詩作で本質的役割を成してい

くことになる｡ それが顕著に現れた,｢吠える｣の冒頭を引用する｡

Isawthebestmindsofmygenerationdestroyedbymadness,starv-

inghystericalnaked,

Dragging仇emselves仇rough血enegrostreetsatdm lookingf♭r

anangryfix,

angelheadedhipstersburningfortheanCientheavenlyconnectionto

thestarrydynamointhemachineryofnight,(126)

ギンズバーグは,例えば ｢僕は見た 狂気によって破壊された僕の世代

の最良の精神たちを 飢え 苛立ち 裸で｣という一行を,一息で読む｡

詩人は,｢長い詩行｣(thelongline)を意識し,各行は詩人の一息でぴっ

たりと合致し,それが一つの思考を意味し,この手法を彼は,｢一行一息

思考｣(onespeech-brea血仇ought)と呼ぶ8)｡ ｢吠える｣において,ギン

ズバーグの創作したそれぞれの長い詩行は,ちょうど一息を表すわけあ

る｡ 明らかに,詩人はこの作品を,声に出して読むか演ずるために創作

したことが分かる｡ 読者は,彼の初期の詩と ｢吠える｣の間にある,請

的構造に関して重大な相違を目にするだろう｡ギンズバーグの詩作に対

する態度が,詩の外的形式,という観点から,彼自身の内面,彼の生命
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の内的リズムをいかに見せ表現するか,という見地へと変化したことは

明白だ｡彼にとって,詩の外的形式や表面,言い換えると言語配列は,

もはや全く意味の無いこととなった｡詩人は,どんな人工的芸術的装飾

や飾り付けを使うことなく,あるがままの彼の内なる魂を暴露したので

ある｡ ｢吠える｣と同様に ｢カディッシュ｣(̀̀Kaddish,''1961)において

も,このようなギンズバーグの ｢一行一息思考｣は見受けられる｡ その

一例として,｢カディッシュ｣の冒頭を引用する｡

Strangenowto血inkofyou,gonewi血Outcrosets&eyes,

whileIwalkon血esunnypavementofGreenwichVillage.

downtownManha仕an,clearwinternoon,andI'vebeenupall

night,talking,talking,readingtheKaddishaloud,

listeningtoRayCharlesbluesshoutblindonthephonograph

仇erhy也m仇erhy血m- andyourmemoryinmyhead血ree

years;脆er- 血dreadAdonais'lasttriumphant

stanzasaloud-wept,realizinghowwesuffer- (209)

｢カディッシュ｣の大半を占める第一部の ｢序詩｣("proem''),第二部の

｢物語｣("Narrative'')は,このようなパラグラフ形式のような息の長い

詩行で埋めつくされている｡

ジョン･タイテルは,このような詩作方法に対し,｢完全な自己暴露｣

(completeself-revelation)9)という語句を当てた｡その結果として,｢吠え

る｣は徹底してギンズバーグの赤裸な内的自己を投影した作品となり,

その後彼は,｢『詩』を書いているのではなく｣と,おそらくその当時の
心情を思い返したのだろう｡ 詩人のこのような考え,換言すると,研ぎ

澄まされた感覚であるがままの内的現実を受け入れる姿勢は,彼が後に

言及した,｢赤裸々｣(nakedness)という考えの中核に連動した｡ギンズ

バーグは,『パリ･レヴュー』(Pan'sReview)のインタヴューで,詩作の

際の ｢自己暴露｣について,詩作の際に使用すべきことばを明言してい
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lW]hathappensifyoumakeadistincdonbetweenwhatyoutellyour

friendsandwhatyoutellyourMuse?Theproblemistobreak

down thatdistinction:whenyouapproachtheMusetotalkasfrankly

asyouwouldtalkwithyourselforwithyour血･iends.Solbegan

finding,inconversationswithBurroughsandKerouacandGregory

Corso,inconversationswi仇peoplewhomIknowwell,whosesouls

Irespected,仇at仇e血ingsweweretellingeacho血erf♭rrealwere

differentfromwhatwasalreadyinliterature.Andthatwas

Kerouac'sgreatdiscoveryinOn77ieRoad.Thekindofthingsthat

heandNealCassadyweretalkingabout,he丘nallydiscoveredwere

thesubjectmatterforwhathewantedtowitedown.′matmeant,at

thatminute,acompleterevisionofwhatliteraturewassupposedto

be,inhismind,andactuallyinthemindsofthepeoplethatfirstread

thebook....Inotherwords,there'snodistinction,thereshouldbe

nodistinctionbetweenwhatwewitedown,andwhatwereallyknow

tobeginwith.As weknowiteveryday,witheachother.Andthe

hypocrisyofliterahrehasbeen-youknowlike仇ere'ssupposed

tobeaformalliterature,whichissupposedtobedifferentfrom...in

subject,indictionandeveninorganization,fromourquotidian

inspiredlives.(Tytell17-18)

バ ロ ウズ,ケ ル ア ック,グ レゴ リー ･コ- ソ (GregoryCorso,

1930-2001),ニール ･キヤサデイ (NealCassady,1926-68)といった,

ギンズバーグの仲間であるビー トたちとの会話に重点をおいている彼の

姿勢をとおして,詩人の文学に関する新たな考えを読み取ることができ

る｡ 彼は,詩を創作するとき,あらゆる障壁を取 り払ったにちがいない｡

なぜなら,彼にとって,｢自分自身や友人に話しかける時と同じくらい率
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直に,詩神に話しかける際,接近する｣(whenyouapproach仇eMuse

totalkasfranklyasyouwouldtalkwithyourselforwithyourBlends)こ

とは,必然であったからだ｡このようにして,｢吠える｣を作る時,詩人

は詩の形式と自分自身のあいだにある ｢区別｣(distinction)を取り払う

ことに成功した｡ギンズバーグは ｢吠える｣を詩作した際,｢何も恐れる

ことなく,書きたいと思ったことをただ書き,自分の想像力を解き放ち,

秘密を解放し,そして自分の真の心から魔法の詩行を書き散らし｣たの

である｡

その結果 として,この作 品には人身御供の神 ｢モーラック｣

(Moloch)10)の悪影響と闘う,｢かくれたヒーロー｣(secretheroof

血esepoem)の役割を担う ｢ヒップスター｣(hipster)が生きた,真の現

実的側面が表現されている｡詩人は ｢吠える｣において,第一章の二節

で論じたように,具体的なイメージであるがままの彼の真なる内的精神

を力強く投影したのである｡ そのため,それぞれの詩行がギンズバーグ

の自然な息と合致するのは理に適うだろう｡ ジョン･タイテルが,｢自然

な話し方や無意識的な筆写を信じることで,ギンズバーグは日常の存在

の事実に基盤をおく非文学的な詩を捜し求めた｡-彼による新たな手法

の展開は,弱強格の詩行といった技巧よりも,肉体の呼吸に近づいた｣

(Relyingonnaturalspeechandspontaneoustranscription,Ginsberg

soughtanonliterarypoetrybasedonthefactsofdailyexistence…his

developmentofanewmeasurethatcorrespondedmorecloselytothe

body'sbreaththantotheartificeofiambics,Tytel1214)と言うように,

彼にとって ｢吠える｣は単なる言語活動というよりはむしろ,肉体的生

理的な表現だったわけである｡

また ｢吠える｣において,詩人は繰 り返しを用いることで,作品を

｢肉体の呼吸｣に近づける試みをしている｡ ｢吠える｣には,作品全体を

とおしてさまざまな繰り返し表現がある｡

whotoneditthrough thestreetsofIdahoseekingvisionary
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indianangelswhowerevisionaryindianangels,

whothoughttheywereonlymadwhenBaltimoregleamedin

supernaturalecstasy,

whojumpedinlimousineswi血血eChinamanofOklahomaon

仇eimpulseofwritermidnightstreedightsmalltownrain,(127)

この引用は,｢吠える｣の第一部からのものである｡このような,関係代

名詞 (who)で始まる,同じ語句が冒頭にくる詩行の繰り返しを連続して

用いながら,第一部には ｢ヒップスター｣たちが ｢一行一息思考｣の方

法で,現実的に赤裸々に措かれる｡ その長い詩行は,終わりのない繰り

返しの中で,具体的ではあるが手を加えていないイメージの列挙を表現

しながら,詩人のみならず,読者-聴衆をも ｢吠える｣の内的世界に魅

力する力を持つのである｡ グレン･バーンズ (GrenBurns)が彼の著書,

『偉大な詩人は吠える』(GreatPoetsHowl)の中で,｢カール ･マルコフ

は微細構造について,｢長い韻文は,肉体感覚で魂を求め,束の間と永遠

の境目を取り払いながら,経験の全てを抱擁できるところまで広がる｣｣

(KarlMalkoffsaysaboutthemicro-structure,"Thelongverseline

reachesouttoembraceallofexperience,丘nding仇espirihalin仇esen-

sual,wlplngOutdistinctionsbetweenthetemporalandtheeternal,''
●●

Burns333)と述べているように,その繰り返しは読者一聴衆を,詩の内

的世界へより深く引き寄せる力を増進した｡多種多様な感覚を自由にし

たギンズバーグの韻文は,彼が ｢吠える｣の中で追求したような永遠へ

と,最終的に読者一聴衆を導いた｡このような繰り返しの詩行は,各行

に同じ旬を持ってくる第三部でも目にすることができる｡

CadSolomon!Ⅰ'mwi仇youinRockland

whereyou'remadder仇anIam

I'mwi仇youinRockland

whereyoumustfeelverystrange
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Ⅰ'mwi仇youinRockland

whereyouimitatetheshadeofmymother

I'mwi仇youinRockland

Wh ereyou'vemurderedyourtwelvesecretaries(132)

この引用から,詩人はカール ･ソロモンのために読者一聴衆へ注意を喚

起させ,｢ぼ くは君 とロックランドにいるのだ｣(Ⅰ'm withyouin

Rockland)という表現を繰り返しながら,真の ｢狂気｣の意義を読者一

聴衆へ見せ しめた｡同 じく,｢カディッシュ｣の第四部,｢連祷｣

(̀̀Litany'')にもその一例がある｡

wi也youreyes

withyoureyesofRussia

withyoureyesofnomoney

withyoureyesoffalseChina

wi仇youreyesofAuntElenor

withyoureyesofstarvingIndia(226)

この引用文が示すように,｢カディッシュ｣の第四部において,｢あなた

の目とともに･･･｣(withyoureyes…)というフレーズの37回の繰り返しは,

この詩の献辞者であるナオミに対する,ギンズバーグの強い嘆きが現れ

ている｡

さらに ｢吠える｣の ｢脚注｣("FootnotetoHowl'')の冒頭は,このよう

な繰り返しの技法が強く表現されている｡ ｢脚注｣は,以下の繰り返しで

始まる｡

Holy!Holy!Holy!Holy!Holy!Holy!Holy!Holy!Holy!Holy!

Holy!Holy!Holy!Holy!Holy!(57)
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この詩行は,読者一聴衆の魂を奪うような効果を与え,一般に普及して

いる聖書,特に ｢黙示録｣(̀̀theBookofRevelation'')のもつ雰囲気を漂

わせる｡ ｢聖なるかな !聖なるかな !聖なるかな !-｣(Holy!Holy!

Holy!...)という詩行は,全てが聖なることを暗示し,黙示録の四華人行

に呼応する｡

Holy,holy,holy,

LerdGodjumighty,

Wh ichwas,andis,andistocome(Rev.4:8)

タイテルは,｢奔流のような性質は,その起源は聖書にあるような,並

列体と冒頭音の繰り返しに依存する｣(【T]orrentialquality.-..dependent

onparallelismandtherepetitionofinitialsounds,thatisbiblicalinorigin,

Tytell19)と解説した｡これが理由のひとつとなり,グレン･バーンズが

『偉大な詩人は吠える』で ｢吠える｣を ｢預言的形式｣(propheticstyle)

と呼んだように,｢吠える｣が ｢預言的｣な詩であると認知されているの

であろう｡ そのような聖書のもつ雰囲気は,神秘的効果をともなって,

読者一聴衆をさらにギンズバーグの一息思考へ近づけていくのである｡

加えてこの作品には,読者一聴衆に詩人の息を力強く印象付ける別の

新たな方法が見受けられる｡ それは,単語を単に羅列したような,あえ

て文法構造を無視したような手法である｡

Peyotesoliditiesofhalls,backyardgreentreecemeterydawns,

winedrunkennessovertherooftops,storefrontboroughsof

teaheadjoyrideneonblinkingtraffiClight,sunandmoon

andtreevibratiOnsintheroaringwinterdusksofBrooklyn,

ashcanrantingsandkindkinglightmind,(126)

このように無造作に配置された名詞や形容詞の連なりは,おそらくギン
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ズバーグが詩作をしていた時,彼が目にした無意識なイメージからもた

らされたのだろう｡ このような文章構造は,ウイリアム ･バロウズが使

用した ｢カット アップ｣(cuhlp)の方式と類似する11)｡ギンズバーグ

とバロウズが,創作活動において互いに影響を及ぼしあったことはよく

知られている｡ ｢カット･アップ｣とは,バロウズの小説 『裸のランチ』

(乃eNakedLunch,1959)で実践された,｢無造作に集められた語句の窓

意的な配列｣(anarbitraryjuxtapositionofrandomlyselectedwordsand

phrases)を示す12)｡グレン･バーンズはこの ｢無造作に集められた語句

の配列｣を,｢吠える｣に対しては ｢並置形式｣(paratacticstyle)と呼ん

だ13)｡バーンズによると,インド･ヨーロッパ言語の構造には,｢主語一

述語一目的語の関係に根ざした西洋思考への依存｣(dependencyof

Westernthoughtonthesubject-predicate-Objectrelationship,Burns339)

があり,それはシンタックスの概念を意味する｡ ｢吠える｣に現された詩

行は,シンタックスを打破するエネルギーを内包し,言語の制限を攻撃

した｡それに加え,読者一聴衆をギンズバーグの ｢一行一息思考｣に魅

する効果を発揮した｡その息は詩人が独自の新たな価値観を再構成した

ものだが,しかし同時に,彼の内面の奥底にあり生まれながらに持って

いたものであった｡すなわち,それは読者一聴衆の直感,つまり知性や

感情ではなく,自己意識で覆われたその奥底にある本能的感覚的衝動を,

喚起するような影響力を領有した｡結果として,ギンズバーグが ｢吠え

る｣を創作する際,彼自身の全てを告白し,あるがままの赤裸々な状態

を露にすることで試みたように,詩人によって,読者一聴衆にあった全

ての規制や抑制は取り払われたのである｡

それゆえ,人類全てが生まれながらに共有する ｢息｣が ｢吠える｣に

は存在する｡ その ｢息｣とは,人間の知性がわれわれにもたらしたシン

タックスや文法構造といったあらゆる種類のものに先行する存在である｡

同様に,｢吠える｣においてシンタックスを無視 しながら ｢ヒップス

ター｣を措いた描写方法は,｢カディッシュ｣における即物的なネイオミ

の描写に呼応すると見なしてよい｡



アレン･ギンズバーグの詩のリズム 63

さらに,この作品におけることばの不連続性は,シンタックスを破壊

するだけでなく,同時に,｢シンコペーション｣(syncopation)のリズム

を創造した｡詩人は,以下の引用にあるように,｢シンコペーション｣の

リズムによって,読者一聴衆の感覚を呼び覚ました｡

yacketayakkingscreamlngvomitingwhisperingfactsand
●

memoriesandanecdotesandeyeballkicksandshocksof

hospitalsandjailsandwars,(127)

ここにある,｢濃談している 金切声を上げている ヘビを吐いている

ひそひそ話している｣(yacketayakkingscreamingvomitingwhispering)

という詩行は,そのリズムにおいても意味においても完全に分離してい

る｡ ｢シンコペーション｣とは,ジャズの最も基本的なリズムであり,ギ

ンズバーグは後に,彼のエッセイ集 『話 しことばで創作すること』

(ComposedontheTongue,1980)に収められた ｢即興的詩学｣("lmproviSed

Poetics'')というタイトルのエッセイの中で,｢息の終止,行の終止,そ

して結末の終止｣(brea血stops,linestopsandendstops)と,ことばの

不連続性の重要性を述べている14)｡ギンズバーグにとって,｢シンコペー

ション｣や,｢即興的リズム｣(improvisationalrhy血m,Burns342)は,

彼の自然な話し方,つまり真の ｢息｣を表現する際,最も本質的要素で

あった｡そしてこのようなリズムは,読者一聴衆の理性に,というより

はむしろ,本能的感覚に古代から生存する ｢息｣を衝動的に呼び起こす

のだろう｡ その ｢息｣とはわれわれにとって,原生のもので文明以前の,

そして普遍な存在である｡ ギンズバーグは詩を創作するとき,その感覚

を研ぎ澄ますために,時々ドラッグを使用していた｡なぜなら,彼はド

ラッグを,｢吠える｣の冒頭で言い表したように,｢古代からの神聖な関

係｣(ancientheavenlyconnection,49)と見なしているからである｡ この

作品において,詩人は先に論じた彼独自の詩的構造をとおして,読者一

聴衆と自分の ｢息｣を共有し,彼らと会話する方法を見つけることに成
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功した｡その ｢息｣とは全ての人類にとって生まれながらのものであり,

そしてわれわれの鼓動 (heart-beat)に調和して拍子をとり,それを基盤

にしたものである｡ この原生の生理的な鼓動,つまり ｢息｣をとおして,

詩人は以下のように,彼の ｢赤裸々｣(nakedness)の概念を追求し,展

開し始める｡

Howlisan"affirmation"ofindividualexperienceofGod,sex,

drugs,absurdityetc....Itisthereforeclearlyandconsciouslybuilt

onalibeylationofbasichumanvirtues.(Howl154)

以上のように,ギンズバーグは ｢吠える｣において,｢一行一息思考｣と

いう彼独自の自由詩の形式を完成させた｡その長い詩行は,一見すると

新しく独創的であったが,実際は人間の ｢息｣に基づくものであった｡

これらの詩行のもつエネルギーは,読者一聴衆をジャズのリズムととも

に詩的世界へ引き込み,その結果として,詩人と読者一聴衆はその ｢息｣

を共有する｡｢吠える｣において,｢息｣,またの呼び方を ｢鼓動｣,は,

原生のものであると同時に不滅であった｡ギンズバーグが 『吠える そ

の他の詩』の題辞として,ウォルト･ホイットマンの詩から,｢ドアから
鍵をはずせ !わき柱からドアそのものをはずしてしまえ !｣(Unscrew

thelocksfromthedoors!Unscrewthedoorsthemselvesfromtheir

jambs!)という一節を引用したように,この作品の意義は,｢基本的な人

類の徳の解放｣(liberationofbasichumanvirtues)である｡ 最終的にギン

ズバーグの ｢吠える｣は,実は ｢息｣であり,それは全人類にとって生

来的なものであった｡

ジョン･クレロン･ホームズ (JohnClellonHolmes,1926-88)は,彼

のエッセイ ｢ビート詩人｣(̀vmeBeatPoets'')の中で,人間の呼吸と詩

の関係について論じる｡

CharlesOIsonwrote,dismantlingEliot'S̀C̀lassicism''inasen-
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tence,'Versenow,1950,ifitistogoahead,ifitistobeofessential

use,must,Itakeit,catchupandputintoitselfcertainlawsandposI

sibilitiesofthebreath,ofthebreathingofthemanwhowritesas

wellasofhislistening.''Togoahead.Tobeofessentialuse.

Thebreathingoftheman.Oneperceptionleadingdirectlytoafur-

therperception.Spontaneousprose.Firstthought,bestthought.

uterahremadebywholeman,writing.Ra仇erremainsilent血an

chantthelanguage.(Holmes224)

ギンズバーグは,｢吠える｣を書いて創作したのではなく,読むか演ずる

ために創造した｡彼はこの詩が完成するまで,自身の同性愛について悩

んでおり,自分を受け入れることができなかった,と言われている｡当

時同性愛はまだ一般的ではなく,そんな自分を彼は否定しており,その

困難を乗 り越えようという葛藤が彼の中にはあった｡彼の恋人である

ピーター ･オーロフスキー (PeterOrlovsky,1933-)に出会うことで自

分自身を受け入れたとき,詩人を長年束縛していた抑制からついに彼は

解放されたようである｡ある説では,このような妄執から解放されたこ

とによって,ギンズバーグは ｢吠える｣を作ることができたともいわれ

ている｡ つまり,詩人は心も体も完全に解放することができたのである｡

このような自由の中でギンズバーグは,この作品において韻文の｢『本質
的な』用法｣(essentialuse)になる ｢息｣を表現した｡この ｢息｣とは,

｢赤裸々｣という概念の基本であろう｡タイテルが ｢赤裸々とは復活,ア

イデンティティの再生的回復を意味した｣(Nakednesssignifiedrebirth,

theregenerativerecoveryofidendty,Tytel127)と定義するように,この

ような ｢赤裸々｣とは無限の可能性を持つ｡ギンズバーグはこのような

｢赤裸々｣,換言すると ｢息｣を ｢吠える｣において即興で作った｡そし

て彼の鋭い直感で,当時なかった新しい感覚を追い求めたのである｡

ホームズは,彼のエッセイ 『ビート詩人- 入門書1975年』(TheBeat

Poet:APn'mer1975)の中で,ギンズバーグが初めて ｢吠える｣を読んだ
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時を思い起こして書いている｡

AttheSixGallery,in1955,AllenGinsberggotup,afterothers,

andbegan,"Isawthebestmindsofmygeneradondestroyed…''raiS-

inghisHowlagainstthecautiousmurmurofthetimes,anddespite

thebewildermentandoutrage,itwasclear(eventoNewYork

Times)thatsomethingwashappening:thefirstaudiblerumbleofan

immenseundergroundriverthathadbeenbuildinginvolumeand

forceforyears.Wh itmanhadsaid:"Unscrewthelocksfromthe

doors!Unscrewthedoorsthemselvesfromtheirjambs!"andsud-

denly仇roughliterature'sdoorlessjambsthebreathofwholemen,

blewlikeaprairiewind.(Holmes226)

この引用から,当時 ｢吠える｣が多大な情動的衝撃を与えたことが分か

る｡ 詩人の声は明らかに新しく,世俗的で,野蛮なものであったが,｢全

き人間の息が,大草原の風のように吹いた｣(thebrea仇ofwholemen,

blewlikeaprairiewind)という一節が示すように,実は人間が生まれな

がらにもつ ｢息｣を呼び起こす役割を担ったのであった｡

以上のように,ギンズバーグの詩とは,彼の ｢息｣がその中枢をなす

ものであった｡ギンズバーグは詩作の際,韻律や脚韻といった技巧をも

つ伝統的な詩形,ランゲージ ･ポエットらが用いたような言語配列,そ

して自ら生み出した ｢一行一息思考｣の詩形を駆使しながら,常に ｢適

切な言語の話し方｣を模索し,自分自身の ｢息｣をそのまま詩へ投影す

る方法を探究し続けたのである｡

本論文でのギ ンズバーグの詩の引用 は,『ア レン･ギ ンズバ ーグ全集
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1947-1980』(CollectedPoems1947-1980.NewYork:Harper&Row,1984)から

引用した｡

本論文でのギンズバーグの詩の日本語訳は,『ギンズバーグ詩集』諏訪優訳.東

京 :思潮社,1991.を参考にさせて頂いた｡

本論文でのジョン･タイテルの批評の日本語訳は,『ビート世代の人生と文学』

大橋健三郎,村山淳彦訳.東京 :紀伊国屋書店,1978.を参考にさせて頂いた｡

(省略説明)

CT Ginsberg,Allen.ComposedontheTongue.Ed.DonaldAl1en.1994.

Howl .Howl.Ed.BarryMiles.1995.

I狙G Hyde,Lewis,ed.OnthePoetryofAllenGinsberg.1984.

PL Milton,John.PwadiseLbSt.1998.

AGBP Trigi1io,Tony.AllenGinsberg'sBuddhistPoetics.2007.

MW Vendler,Helen."AllenGinsberg." 771eMusicof仲取atHabPens.1988.

1)ヘレン ･ヴェンドラーはギンズバーグと,ロバー ト･ローウェル (Robert

Lewell,1917-77)や,アドリエンヌ ･リッチ (AdrienneRich,1929-)らを挙

げて,`̀【Ⅰ】nfluencingpoetsmoreformalthanhe,suchasLewellandRich"と

論じている｡ (MW打271)

2)トリギリオは,｢息｣をギンズバーグの詩の中核 と認めながら,`̀Pound'S

"directtreatmentofthething,"then,istransformedbyGinsbergsothatthe

thinginquestionincludesnotjustanexternalObjectofawarenessbutalsothe

bodyasaninwardlysoughtobjectofitsownmind'sawareness.…For
Ginsberg,lapguagespoken血･omthebreath-spokenwithamindfulaware-

nessofbreath- issacredlanguage.''と,彼の ｢息｣を仏教の ｢院想｣

(Medita也on)と結び付け論じている｡(AGBP9)

3)タイテルはルイスを,`̀aconservadveliberal''と呼び,ケルアックによるルイ

スの考察,`̀I.ouisrepresentedhatefulsanity,andthatbyplayingthemadman,

thesoncouldsomehowjustifyhismother.''を引用している｡(Tytel181)

4)タイテルは,ギンズバーグが詩作を始めた初期の段階において,ルイスの影

響が多大であったことを指摘 し,当時の二人の関係を,"His【Ginsberg'sl

father'scriticismundoubtedlyconbibutedtohisuncertainty.IDuisGinsberg

hadwrittenandlovedpoetryallofhislife,modestlyfashioningadecorous,

conventionalversestyle.''と分析している｡(Tytel182)

5)タイテルはルイスのことばに対して, V̀nlepaternaladviceonprosodywas

alsointendedtoprotectthesonfromotherpossibleexcesses.''とコメントして
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いる｡(Tytel182)

6)'vnleRedWh eelbarrow"

somuchdepends

upOn

aredwheel

barrow

glazedwithrain

water
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besidethewhite

chikens(WilliamS224)

金関寿夫は,ウイリアム･カーロス ･ウィリアムズを｢(他のイマジズムの詩
人よりも)詩的資質の ｢視覚性｣という点ではもっと徹底していた｣とし,

｢抽象対念や論理ではなく,イメジという視覚的なもののもつ瞬間的な啓示力,

情緒喚起力に頼った点,他の誰よりも"apainterinwords''だった｣と考察し

ている｡ また,｢赤い手押し車｣を ｢純粋にImagistpoemと見ることも出莱

るし,わが俳句に比較することも可能であろう｡ すなわち ｢じつに多くのも

のが｣まさしくこれを読む人の想像力に ｢かかっている｣からである｣と評

価している｡(SixteenModernAmericanPoets186-87)

7)シュマッカー (MichaelSchumacher)は,ギンズバーグがウィリアムズから

受けた影響をギンズバーグのコメントを引用しながら,"Ginsbergwas

impressedby血is【William'S】approach.Asheexplained,̀Hewastryingto

adapthispoetryrhythmsoutoftheactualtalkrhythmsheheardintheplace

thathewas,ratherthanmetronomeorsing-songarChaicliteraryrhythmshe

wouldhearinaplaceinsidehisheadfromhavingreadotherwitings.Isud-

denlyrealizedhewasinventingoutoftheactualgroundofRutherford,New

Jersey,adifferentbody-speechandthatanythinghesaidwasabsolutelynatu-

ral,anddidn'tviolatehumanbeingtalk,didn'tcomefromanothererabut

camedirectlyfromthegroundthathestoodon."'と考察 している｡

(Schumacherl24125)

8)ギンズバーグは ｢吠える｣を発表した直後,リチャー ド･エバ-ハー ト

(RichardEberhart,1904-2005)に当てた手紙の中で ｢吠える｣について解説

し,詩形について,v̀nleI.ongLineIusecameafter7yrs.workwithflXed
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iambicrhyme,and4yrs.workwithWilliamS'shortlinefreeform-whichas

youmustknowhasitsown madrules- indefinablethotheybeatpresent

...Thelonglineyouneedagoodearandanemotionalground-swelland

technicalandsyntacticaleasefacilityandafreedomof"esprit"todealwithit

andmakeofitanythingsigni丘cant.Andyouneedsomethingtosay,i.e.

clearrealizedfeelings.Sameasanyfreeverse.Thelinearetheresultof

longthoughtandexperimentastowhatunitconstitutesonesbecchJreath-

thought...''と説明し,｢長い詩行｣の意味を述べている｡(How1153)また,

1974年にナロバ大学 (NaropaInstitute)で行った ｢魂の詩論｣(Spiritual

Poetics)の講義で,詩と ｢息｣の関係について次のように述べている｡

"lP]Oetrybecomeslessintellectualorverbalandalsobecomesphysiological

thing.Somethingwhereyouactuallyuseyourbody,useyourbrea仇,use

yourfu11breath....We'rebeginningwithconsiderationsofbreath,considera-

tiOnsofvowel,andrelationbetweenvowelandintelligence,vowelandsoul,-

andhow血eseareconnectedto仇ebrea仇.''(Cr106-108)

9)ギンズバーグは,タイテルの指す ｢自己暴露｣に対し,｢赤裸々｣(naked-
ness)ということばをあてた｡タイテルはギンズバーグの ｢自己暴露｣の効

果を,v̀memovementinGinsberg'spoetryisfromanintenseassertionofper-

sonalidentitytoamergerwithlargerforcesintheuniverse.刀leensuring

tensionbetweentheproclamadonofself-evidentinapoemlikèÀm erica''

-andaninsistenceuponman'seternalplaceintimecreatesacentraldialec-

ticaloppositioninGinsberg'spoetry."と分析する｡ (Tytell18)

10)｢モーラック｣は,旧約聖書に現れる異教の神である (Lev,18:21),(ⅠⅠ

Kings,23:10)｡また ｢モーラック｣は,ジョン･ミルトン (JohnMilton,

1608-74)の 『失楽園』(ParadiseLost,1667,74)に,反逆の天使の中で最も

強力な戦士として登場する｡ `̀Hisholyritesandsolemnfeastsprofaned,/

AndwiththeirdarknessdurstaffrontHislight./First,Moloch,horridking,

besmearedwi仇blood,/Ofhumansacri丘ce,andparentsltears;''と,｢モー

ラック｣は悪魔の側の天使の中で主要な人員とされている｡ (PLBook1,ll.

390-94)

ll)｢カット･アップ｣について,スカール (JennieSkerl)は,m ecut-upisa

mechanicalmethodofjuxtapositioninwhichBurroughsliterallycutsuppasI

sagesofprosebyhimself'であり,バロウズの ｢麻薬中毒の疑似体験｣(pseu-

doscienceofaddiction)と関連する｡ また,芸術家としてのバロウズにとって

は,"【Tlhecuhlpisamethodofinspiration,invention,andarrangement
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whichredefinestheworkofartasaprocessthatoccursincollaboradonwith

othersandwhichisnotthesolepropertyofartists''と分析 している｡

(DLB16-157)スカールはさらに,バロウズの 『裸のランチ』(Naked

Lunch,1959)を論じる際,v̀meuseofimprovisationsuggeststheinfluence

ofKerouac,whocomparedhisprosetojazz,andtheuseofjuxtapositionpar-

allelsGinsberg'suseoftechniqueinHowl.LikeBurroughs,Kerouacand

Ginsbergsoughttoexpandconsciousnessthrough travel,sex,drugs,andnew

literaryforms''と,バロウズとケルアック,ギンズバーグに共通する,創作

に対する態度を考察している｡ (DLB16-156)

12)タイテルは ｢カット･アップ｣が言語に対し試みた点を,`̀【Ⅰ】spartofan
a仕empttorestructurethegrammarofperception;thenewlinguisticorder

thatBurroughsinventsinitiatestheBeats'assaultontheconditioningin且u-

encesoflanguage."と指摘する｡ (Tytell14)

13)バーンズはバロウズの ｢カット･アップ｣を定義している｡(Burns339)

14)ギンズバーグは ｢詩行を切るべき場所をいかに見極めるかという質問｣(≠e

questionishowtofigureoutwheretobreaktheline)に対し,次のように答

えている｡ `̀【T]hemind-breaksthatyougothrough incomposingarethenatu-

ralspeechpausestoo,orareidenticalwi血nahralspeechpausestoo,Orare

identicalwithnahralspeechpauses:a洗erall,nahralspeechpausesindicate

mind-breaks.Thisisareallyimportantpoint.noughthenahralspeech

pausesorbreath stops,linestops,andendstopsmightnotfitthewayitwould

soundifsomeonewereperorating."(CT19)
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